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者行動研究をまとめ､消費者行動研究における特
徴を歴史的背景､購買プロセスを明らかにするこ
とで､マーケティング戦略に導入するための消複
雑な消費者行動をまとめたO第3章では､第 1章
で取り上げたマーケティング戦略と第2章で取り
上げた消費者行動との関連性を論じ､消費者行動
の中の外部情報とその探索の仕方､また購買にい
たるまでの消費者のプロセスに焦点をあて論じた｡
消費者の行動は､単に､外部要因の影響のみで反
応するのではなく､自身の目的有無によって消費
者行動は変化することを利用し､企業が消費者に
与えるマーケテイング活動､その中でもマーケテイ
ング ･コミュニケーションの重要性を説き､さら
には､コミュニケーションツールとしてのメディ
アを取り上げ､プロモーション政策の中の媒体と
して､メディアの役割を取り上げた｡第5章では､
第4章で述べた媒体特徴の中から､インターネッ
トの特徴を取り上げインターネットビジネスに着
目して論じたOインターネットは近年､最も成長
を遂げ､企業と消費者が双方向に情報を共有しあ
うことができ､かつ消費者の行動がダイレクトに
理解することができるインターネットビジネスに
焦点をあてるO単にプロモーションを行う媒体で
はなく､ひとつのビジネスとして成り立っことが
可能となっているC第5章の中では､そのような
例としてインターネットビジネスの基本類型と､
amazon.comの事例を取り上げ､消費者のインター
ネットを利用した購買プロセスを考察した｡さら
に､アンケー ト調査を行うことで､消費者の基本
的な行動プロセスと情報収集において､消費者の
類型化を行い､消費者がインターネットをどのよ
うに位置づけているのかを考察した｡その結果､
消費者行動の関与部分に焦点をあてることで､高
関与､低関与の場合､さらに類似商品の場合と高
額商品に分かれた場合の消費者の探索がどのよう
になっているのかをまとめた｡最後に､マーケティ
ング戦略-の導入への可能性とし､市場対応の観
点から､購買意欲の向上､購買能力の向上､購買
人口の向上において､マーケティング戦略を策定
する上でインターネットビジネスをどのように導
入することができるのかを､消費者行動のプロセ
スと関連させ考察を行った｡そして､今後の課題
として､消費者行動の一定のセグメントのみでの
アンケー ト調査によるものであり偏りがあること
や､インターネットという情報媒体の信頼性の問
題点があがった｡
